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2大学のイメージ

『大学』と聞いて何を想像しますか？

その先に 大学院 があること、知ってますか？

➢ 工学研究科、理学研究科、文学研究科、経済学研究科、etc

高校生の皆さんが受験勉強で目指しているのは

大学の 「〇〇学部」への入学

専門的な講義？

研究室・ゼミ？
部活・

サークル活動？

〇〇学部？



3大学・学部の学びとは？ ～「広く学ぶ」体験～

学 部

幅広い知識の修得

➢ 高校までとは異なり、自分で科目を選択し、主体的に学ぶ姿勢

➢ 社会に出てからも役立つ論理的思考力や問題解決能力を養う

自律的な学び

専門分野の入り口

物理学 薬学

化学
工学

医学

文学 経済学

教育学

多様な専門分野

「もっと深く知りたい！」

「この分野なら、もっと面白くなるかも！」

さあ、大学だ！



4大学院ってどんなところ？

大学院は、学部で培った知識を基盤に特定分野を「とことん深く掘り下げる」場所

「まだ誰も答えを知らない問い」に対して；

・自ら仮説を立て、
・実験や調査を行い、

・新しい知見を見つけ出す。

修士課程2年
（博士前期課程）

修士号

博士課程3年（+α）
（博士後期課程）

博士号 [Dr.] [Ph.D.]

「答えのない問い」に挑む場所、
深く探究する場所

キーワードは
「研究」

学位



5大学院の学びとは？ ～「深く学び、問いを見つけ、解を出す」～

大学院

多角的な視点、
問いを見つける

➢ 専門性を深め、「人類の未知の領域」に挑む。

➢ 多角的な視点から研究を進め、自ら問いを創造し、
その答えを追求する

学術の創造

専門を究める

大学院こそ研究の場！

博士前期課程（修士）

博士後期課程（博士）

◆学部で培った基礎的な知識を
土台として、研究の基礎を固
める

◆分野の「幹」となる理論や手法
を習得

◆専門分野を究め、未知に挑戦

◆研究最先端を切り拓く



6高校から大学、そして大学院へ ～知識の「広がり」と「深さ」～

大学
学部

大学院
修士課程
博士課程

高校

目の前の道を標識に従って、1つ

の正解に向けて歩むイメージ

様々な木の種類や地形を学びながら、

自分の進むべき道を見つける

（修士）

森で見つけた特定の種類の木につい

て、その幹と主要な枝を解明していく

（博士）

森で見つけた特定の種類の木について、根元か

ら葉の先まで、その木が育つ土壌や生態系まで、

あらゆる側面を徹底的に解明していく

広大な森
（多様な専門分野）



7東北大学の各学部・各研究科カリキュラム



8なぜ今、専門性が重要なのか？ ～国際社会の変化と「答えのない時代」～

8

現代社会が直面する複雑なグローバル課題

（AIの進化、環境問題、国際競争の激化、戦争・紛争など）

これらの課題解決には、特定の分野における高度な専門知識とスキルが不可欠

社会で求められている能力は？

正解のない問題、
道筋の与えられない課題

・正解が有るかないか、一つだけなのか複数あるのか

・誰も解決法を教えてはくれない

・単一の分野の知識だけでは解決できない

（複合的・地球規模の課題）

知恵と工夫で解決する力。

社会にイノベーション（変革）を引き起こす

新しい日本社会を牽引する力

・課題の本質を見抜く力

→ 新しいルールを作る力

・国際的なコミュニケーション力、実践力

・革新的な科学技術とそれを使った社会システム転換



9専門性がキャリアパスに与える影響 ～「得意」を「強み」に変える～

キャリアパスの柔軟性

問題解決能力の向上

国際的な活躍の機会

高度な専門性を持つことで、特定の職種や業界に留
まらず、様々な分野で活躍できる可能性が広がる

複雑な課題に対応できる人材としての市場価値が高まる

専門性が高ければ、国境を越えて研究や仕事をする
チャンスが増える

■欧米各国

• 研究開発リーダーは博士人材が主流

• 科学技術外交などの多方面で博士取得者が活躍

博士号を持っていないと、グ
ローバル社会では研究者、開
発担当者として認知されない。

博士号＝専門家としての免許証



10大学院生活ってどんな感じ？ ～「知の探究」と「仲間との協働」～

• 研究室での日常（議論、実験、調査、論文読
み書きなど）や、学会発表、国内外の研究者
との交流など

• 自分の興味を追求する「知的な興奮」や、新
しい発見をする「達成感」、そして同じ志を
持つ仲間との「協働の楽しさ」

• 社会に出てからも役立つ普遍的なスキルを
身につける

研究室での交流様々な実験・研究・文献調査

国内外でのフィールドワーク

研究発表・討論

様々なセミナーや学会への参加



11東北大学における博士学生への経済支援制度

本日、パンフレットを配布中です

これらは2025年度の支援制度ですが、今後東北大学全体として、博士学生への支援内容を改革していきます。



12未来の自分への投資 ～大学院進学とトランスファラブルスキルの修得～

特定の分野で世界中の誰よりも深く、詳しくなる力

英語などの語学力・多様な文化へ

の理解と尊重・グローバルな視野

研究以外の場面でも活用できるトランスファラブルスキル

社会ニーズを理解する力・産業界

と共同する力・社会に還元する力

様々な分野の知識、地球環境・

社会の未来への責任感

研究者として、社会の一員として、

守るべきルールや心構え

次世代の
人材に求められる
さまざまな能力

研究倫理

学際性・持続

可能社会実現

への意識

産学

共創力

専門

研究力
国際

協働力

応用可能な

スキル



13日本全体で大学院への進学、博士人材を後押し



14
14

Explore Your Unknown

諦めない探求心だけが辿り着けるところ、

既知の境界線を突破した先にあるところ、

世界の先端に切り拓かれたところ、

見たこともない地平が広がるところ、

それが”未知ノ奥”、わたしたちのいるところ。

あたらしい出会いと発見にあふれ

次の時代の想像がはじまるところ。



15・

さあ、挑戦だ！

⚫ 大学院では研究を能動
的にすすめる場所

⚫ 学位の取得に向けて、
研究を進めていく

⚫ 新たな知見の発見へ

目指せ！博士号  Ph.D.


	スライド 1: 目指せ博士GO！～大学院への道～
	スライド 2: 大学のイメージ
	スライド 3: 大学・学部の学びとは？ ～「広く学ぶ」体験～
	スライド 4: 大学院ってどんなところ？
	スライド 5: 大学院の学びとは？ ～「深く学び、問いを見つけ、解を出す」～
	スライド 6: 高校から大学、そして大学院へ　　　～知識の「広がり」と「深さ」～
	スライド 7: 東北大学の各学部・各研究科カリキュラム
	スライド 8: なぜ今、専門性が重要なのか？ ～国際社会の変化と「答えのない時代」～
	スライド 9: 専門性がキャリアパスに与える影響 ～「得意」を「強み」に変える～
	スライド 10: 大学院生活ってどんな感じ？ ～「知の探究」と「仲間との協働」～
	スライド 11: 東北大学における博士学生への経済支援制度
	スライド 12: 未来の自分への投資 ～大学院進学とトランスファラブルスキルの修得～
	スライド 13: 日本全体で大学院への進学、博士人材を後押し
	スライド 14:  　 
	スライド 15: ・

